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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月2日(2011.2.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略円盤形状の外形を有し、上面及び下面に互いに極性の異なる電極が設けられたセル本
体と、
　前記セル本体の上面側の電極に接合されている上部端子と、
　前記セル本体の下面側の電極に接合されている下部端子と
　を備え、
　前記上部端子は、前記上面側の電極に接合され、前記セル本体の上面の縁部に向って広
がる第１の部分と、該第１の部分から下に向って伸びる複数の第２の部分と、該複数の第
２の部分の夫々の下端から屈曲して前記セル本体の半径方向に向って伸びる複数の第３の
部分とを備え、
　前記セル本体の下面を含む平面への、前記上部及び下部端子の投影は、該平面への前記
セル本体の投影に外接する正方形に略収められ、
　前記複数の第３の部分の前記平面への投影は、前記正方形の２つ以上の隅の近傍に配置
される
　ことを特徴とする電気化学セル。
【請求項２】
　前記複数の第３の部分の前記平面への投影の少なくとも２つが、前記正方形の隅の隣接
する２つに夫々配置されることを特徴とする請求項１に記載の電気化学セル。
【請求項３】
　前記複数の第３の部分の前記平面への投影が配置されない前記隅が２つあり、
　前記複数の第３の部分の前記平面への投影が配置されない２隅を両端とする前記正方形
の辺に前記下部端子の前記平面への投影が略隣接して配置されることを特徴とする請求項
２に記載の電気化学セル。
【請求項４】
　前記上部端子の第１の部分の形状は、両端が前記複数の第２の部分に接続されているＶ
字状である、ことを特徴とする請求項２又は３に記載の電気化学セル。
【請求項５】
　前記複数の第３の部分の前記平面への投影が前記正方形の対角の２隅に配置され、
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　前記正方形の他の２隅には前記複数の第３の部分の前記平面への投影が配置されない
　ことを特徴とする請求項１に記載の電気化学セル。
【請求項６】
　前記下部端子は細長い形状を有しており、
　前記下部端子の長軸方向略中央部で前記下部端子と前記セル本体の下面とが接合されて
おり、
　前記下部端子の長軸方向両端が、夫々前記複数の第３の部分の前記平面への投影が配置
されない前記正方形の２隅に配置される
　ことを特徴とする請求項５に記載の電気化学セル。
【請求項７】
　前記下部端子の長軸方向両端には直角部が形成されており、
　前記直角部の前記平面への投影が、対応する前記正方形の隅に沿うように構成されてい
る
　ことを特徴とする請求項６に記載の電気化学セル。
【請求項８】
　前記下部端子の長軸方向略中央部が、前記下部端子の他の部分と比べて幅広に形成され
ていることを特徴とする請求項６又は７に記載の電気化学セル。
【請求項９】
　前記複数の第３の部分の夫々が、前記複数の第２の部分の夫々の下端から前記セル本体
の半径方向外側に伸びていることを特徴とする請求項１から８のいずれかに記載の電気化
学セル。
【請求項１０】
　前記上部端子の前記複数の第３の部分は略直角三角形状であり、
　前記正方形の隅に前記複数の第３の部分の直角部の前記平面への投影が沿うように前記
上部端子が配置されている
　ことを特徴とする請求項９に記載の電気化学セル。
【請求項１１】
　前記上部端子の前記複数の第２の部分の夫々は、前記複数の第２の部分が上下方向に撓
むことができるように、前記セル本体の半径方向外側又は内側方向に突出するように屈曲
された屈曲部を少なくとも一つ有する、ことを特徴とする請求項１から１０のいずれかに
記載の電気化学セル。
【請求項１２】
　略円盤状の外形を有し、上面及び下面に互いに極性の異なる電極が設けられたセル本体
と、
　前記セル本体の上面側の電極に接合されている上部端子と、
　前記セル本体の下面側の電極に接合されている下部端子と、
　を備え、
　前記上部端子は、前記上面側の電極に接合されて前記セル本体の前記上面の縁部に向っ
て伸びる第１の部分と、前記第１の部分から下に向って伸びる第２の部分と、前記第２の
部分の下端から前記セル本体の半径方向外側に向って伸びる第３の部分と、を有し、
　前記上部端子の第２の部分は、該第２の部分が上下方向に撓むことができるように、前
記セル本体の半径方向外側又は内側方向に突出するように屈曲された屈曲部を少なくとも
一つ有する、
　ことを特徴とする電気化学セル。
【請求項１３】
　前記上部端子の第２の部分には、上下方向に並んで配置された複数の屈曲部が設けられ
ており、上下方向に連続する任意の２つの屈曲部の突出の方向が互いに異なる、ことを特
徴とする請求項１２に記載の電気化学セル。
【請求項１４】
　前記上部端子の第２の部分は、上側と下側の一方が前記セル本体の半径方向外側に向っ
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て突出し、他方が前記セル本体の半径方向内側に向って突出するＳ字状に形成されている
、ことを特徴とする請求項１３に記載の電気化学セル。
【請求項１５】
　前記屈曲部は、前記上部端子を折り曲げることによって形成されている、ことを特徴と
する請求項１２から１４のいずれかに記載の電気化学セル。
【請求項１６】
　前記屈曲部は、前記上部端子をカールさせることによって形成されている、ことを特徴
とする請求項１２から１４のいずれかに記載の電気化学セル。
【請求項１７】
　前記電気化学セルが電気二重層コンデンサである、ことを特徴とする請求項１から１６
のいずれかに記載の電気化学セル。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の電気化学セルは、上部端子が、上面側の電極に接
合されセル本体の上面の縁部に向って広がる第１の部分と、第１の部分から下に向って伸
びる複数の第２の部分と、複数の第２の部分の夫々の下端から屈曲して前記セル本体の半
径方向に向って伸びる複数の第３の部分とを備え、セル本体の下面を含む平面への上部及
び下部端子の投影がこの平面へのセル本体の投影に外接する正方形に略収められ、複数の
第３の部分の上記平面への投影が上記正方形の２つ以上の隅の近傍に配置される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　例えば、複数の第３の部分の上記平面への投影の少なくとも２つが、上記正方形の隅の
隣接する２つに夫々配置されている。さらに、複数の第３の部分の上記平面への投影が配
置されていない隅が２つある（すなわち、上記正方形の隣接する２隅のみに複数の第３の
部分の投影が配置される）場合に、複数の第３の部分の上記平面への投影が配置されない
２隅を両端とする上記正方形の辺に下部端子の平面への投影が略隣接して配置されること
が好ましい。このような構成とすると、セル本体の円盤の中心（すなわち、セルの重心）
が上部端子の一対の第３の部分と下部端子とで囲まれる構成となるため、電気化学セルの
セル本体はより安定して支持される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、好ましくは、上部端子の第１の部分の形状は、両端が複数の第２の部分に接続さ
れているＶ字状となっている。このような構成とすると、打ち抜き加工によって金属板か
ら上部端子を製造する際、一枚の板からより多くの上部端子を得ることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１１】
　代替的には、複数の第３の部分の上記平面への投影が上記正方形の対角の２隅に配置さ
れ、上記正方形の他の２隅には複数の第３の部分の平面への投影が配置されない。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、下部端子は細長い形状を有しており、下部端子の長軸方向略中央部で下部端子と
前記セル本体の下面とが接合されており、下部端子の長軸方向両端が夫々複数の第３の部
分の上記平面への投影が配置されていない上記正方形の２隅に配置されていることが好ま
しい。このような構成とすると、上部端子、下部端子の先端が正方形の四隅に配置される
ことになり、上下両端子によってセル本体を安定して支持することが可能となる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　複数の第３の部分の夫々が、複数の第２の部分の夫々の下端からセル本体の半径方向外
側に伸びている構成とすることが好ましい。このような構成とすると、表面実装の加熱処
理が終了した後、セル本体の上側から超音波プローブ等を上部端子の第３の部分に押し当
てて、はんだ付けが行われたかどうかの検査を容易に行うことができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上部端子の複数の第３の部分は略直角三角形状であり、正方形の隅に複数の第３の部分
の直角部の前記平面への投影が沿うように前記上部端子が配置されている構成とすると、
複数の第３の部分はコンデンサを基板上に実装する際に必然的に生じるデッドスペースで
ある正方形の隅に配置されることになる。このため、コンデンサによって占有される基板
上のスペースを大きくすることなく、セル本体を安定して支持することができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、好ましくは、上部端子の複数の第２の部分の夫々は、複数の第２の部分が上下方
向に撓むことができるように、セル本体の半径方向外側又は内側方向に突出するように屈
曲された屈曲部を少なくとも一つ有する。このような構成とすると、基板に反りが発生す
るなどして上部端子側と下部端子側とで基板の傾きや高さが異なる場合であっても、上部
端子が基板の面の状態に応じて撓み、はんだリフローにて確実に実装できる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　好ましくは、上部端子の第２の部分には、上下方向に並んで配置された複数の屈曲部が
設けられており、上下方向に連続する任意の２つの屈曲部の突出の方向が互いに異なる。
すなわち、本構成によれば、複数の屈曲部によって第２の部分がより撓みやすくなる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　本実施形態においては、下部端子１８の第５部１８ｃと、上部端子１７の第３部１７ｃ
、１７ｃ’は、略同じ高さに位置する。従って、下部金属ケース１２の円盤部１２ａを下
に向けた状態で電気二重層コンデンサ１を平面上に置くと、下部端子１８の第５部１８ｃ
と、上部端子１７の第３部１７ｃ、１７ｃ’の三点で電気二重層コンデンサ１のセル本体
１０は支えられ、下部金属ケース１２の円盤部１２ａがわずかに平面から浮いた状態とな
る。このため、基板上に電気二重層コンデンサ１を置いて、下部端子１８の第５部１８ｃ
と上部端子１７の第３部１７ｃ、１７ｃ’とを基板にはんだ付けすることによって、基板
上に電気二重層コンデンサ１が実装される。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　特に、本実施形態においては、上部端子１７の第３部１７ｃ、１７ｃ’が、円盤部１２
ａの中心に対して互いに約９０°の角をなすように配置されている。また、下部端子１８
の第５部１８ｃは、円盤部１２ａの中心に対して、上部端子１７の第３部１７ｃ、１７ｃ
’の各々と約１３５°の角を成すように配置されている。言い換えれば、図２に示されて
いるように、下部金属ケース１２の円盤部１２ａに外接する仮想の正方形Ｓを考えたとき
に、仮想正方形Ｓの隣接する２隅Ｃ１、Ｃ２に上部端子１７の第３部１７ｃ、１７ｃ’が
夫々配置されているとも表現できる。また、下部端子１８の第５部１８ｃは、第３部１７
ｃ、１７ｃ’が配置されていない仮想正方形Ｓの２隅Ｃ３、Ｃ４を結ぶ辺Ｅ１に略隣接し
て配置されている。このため、下部金属ケース１２の円盤部１２ａの中心（電気二重層コ
ンデンサ１の重心と略一致する）が上部端子１７の第３部１７ｃ、１７ｃ’と下部端子１
８の第５部１８ｃを結ぶ領域内に位置することになり、電気二重層コンデンサ１は安定し
て支持される。このため、例えば加熱処理中に特定の端子のはんだが先に溶けて、下部端
子１８の第５部１８ｃと上部端子１７の第３部１７ｃ、１７ｃ’の高さに偏りが生じたと
しても、電気二重層コンデンサ１の倒れは発生せず、確実に電気二重層コンデンサ１を基
板上に実装することができる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　以上説明した本発明の実施形態においては、上部端子１７の第１部１７ａが分岐して第
２部１７ｂおよび第３部１７ｃが２組ずつ備えられている。しかしながら、本発明はこの
構成に限定されるものではなく、図５のように、第２部１７ｂおよび第３部１７ｃを一つ
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ずつ有し、かつ第２部１７ｂが図３および図４（ｂ）～（ｆ）のように屈曲している構成
もまた、本発明の範囲内である。
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